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 第 7章では，本研究の結論を示している． 
 第 8章では，本研究の結論を踏まえた今後の研究の展望を示している． 
 本論文は，火災等において構造的に補修の必要性がないとされる温度で加熱されたコン
クリートについて，水分挙動，中性化抵抗性，塩分浸透性を検討することによって，耐久
性の観点から考察を行い，また，爆裂防止目的で使用される PP 繊維が及ぼす影響をあわ
せて示したものであり，工学的価値が高く，今後の発展性が期待できる研究である． 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる． 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
